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武藤嘉亭《下町の思い出》
―山川秀峰と上野・浅草の記憶

吉崎　真弓

はじめに

台東区立下町風俗資料館では、平成29(2017)年に特
別展「下町の思い出―今年迎える周年記念展」が開催さ
れた。本展は、台東区制70年記念展として、台東区の節
目の記憶を所蔵資料から振り返ることを掲げ、東京勧業
博覧会開催から浅草オペラ誕生、地下鉄開業、台東区発
足までという４つの中心的な出来事を軸に関連資料を展
示したものであったが、同展のなかで、こうした節目を
間近で経験してきた地元の画家、武藤嘉亭が制作した絵
巻《下町の思い出》が展示された。武藤は昭和期に帝展・
新文展・日展を中心に活動した日本画家で、モダンな要
素を随所に取り入れた作品は、これまで近代日本美術を
テーマとした展覧会に出品されることはあったものの (1)、
作家の経歴や画業には不明な点が多かった。本稿では、
武藤嘉亭の人物像を明らかにするとともに、大正から昭
和初期にかけて作家の幼い頃の脳裏に焼き付いた上野・
浅草の生活風景をまとめた《下町の思い出》（全三巻・
昭和61年、台東区所蔵）について、資料館で展示された
場面を取り上げ、作風や構成の特徴からうかがえる影響
関係を指摘する。

１．《下町の思い出》と日本画家武藤嘉亭

1⊖1．作品の概要
《下町の思い出》は、平成５(1993)年に作家本人から

台東区に寄贈され、台東区立下町風俗資料館に所蔵され
ている。作家による目録には、以下のように記されてい
る。

目録
一、絵巻物「下町の思い出」全三巻

第一巻　絵画三十九点
第二巻　絵画三十一点
第三巻　絵画三十三点　計百三点
桐箱付
内容　 大正から昭和にかけての上野浅草の盛り場と

下町の生活・風俗・情景を説明文付で描いた
もの。棒絵具（顔彩）

《下町の思い出》は全三巻から成る絵巻物で、絵巻
を収納する桐箱の蓋裏に書かれた直筆によると、昭和
51(1976) 年春から制作にとりかかり、10年後の昭和
61(1986)年夏に完成した。一巻につきそれぞれ30点を
超える場面が棒絵具で描かれた作品である。「寄付申込
書」に記載された規格は、縦33（30）㎝×長さ2100（2000）
㎝である (2)。それぞれの場面については、平成5（1993）
年６月に資料館で作成されたリストを元に、再調査を行っ

た（別紙１～３）。
本作は、寄贈を受けた翌年（平成６年）に下町風俗資

料館特別展「大正のくらしと風俗－絵巻物・下町の思い
出」（会期：平成６年11月１日～平成７年２月12日）に
て初めて展示された。当展は「大正時代を中心に、東京
と庶民生活を所蔵資料で綴」るとともに、寄贈された《下
町の思い出》を紹介するというものであった。当時の展
示リストがないため詳細は不明だが、パンフレットによ
ると (3)、白米引換券、「カルピス」や「森永ミルクキャ
ラメル」といった飲食料のチラシ、袋、パッケージのほ
か、教科書、『立川文庫』『赤い鳥』、大正期の上野界隈
を写した絵葉書、浅草を賑わせた活動写真館や劇場の発
行物など、主に紙資料から、当時の庶民の生活や娯楽に
関わる側面を《下町の思い出》の場面と照らし合わせな
がら浮き彫りにする試みであったと思われる。

1⊖2．作家について
武藤嘉亭（むとうかてい、本名・佐太郎、別号・嘉門）

は、明治43(1910)年東京市下谷区永住町（現在の東京
都台東区元浅草）に生まれた (4)。幼い頃から絵が好きで、
上野動物園のライオンやトラ、タヌキなどを写生してい
たという。旧台東区立小島小学校卒業後、昭和２(1927）
年16歳の時、山川秀峰に師事。昭和６(1931)年第12回
帝展に三社祭の御仮屋を描いた《御かりや》で初入選 (5)。
この時は本名である「武藤佐太郎」で出品している。祭
りの風景が描かれており、賑やかな雰囲気が伝わる作品
である (6)。

武藤の代表作とされているのは、昭和12(1937)年第
１回新文展に出品された《ショーウインドウ》（島根県
立石見美術館蔵、図１）である。日本橋三越の美術部
が舞台となったというこの作品は、和服の女性たちが

「ショーウインドウ」の中の展示品を観覧している場面
であるが、インコや熱帯魚などのモダンなモチーフの柄
が描かれた女性たちの着物や帯、また彼女たちの佇まい
自体、展示品のような整然とした美しさを称えた表現と
なっている (7)。昭和初期の都市風俗を表した作品である
といえよう。

昭和19(1944)年に師であった山川秀峰が他界すると、
伊東深水に学び朗峯画塾や青衿会に参加した。はじめ

「武藤嘉門」名で帝展に出品していたが、昭和16(1941)
年第４回新文展に「武藤嘉門（嘉亭）」という表記となり、
それ以降は「武藤嘉門」でなく「武藤嘉亭」で出品してい
る。「嘉亭」という雅号については、山川秀峰亡き後、「門」
人から一つの場所に留まる、という意味で「亭」を伊東
深水から授かり、以後「嘉亭」と名乗ったという (8)。昭
和43年(1968)まで帝展・新文展・日展に美人画や能舞
台を主題とした作品を出品した。昭和51(1976)年春か
ら《下町の思い出》の制作を始め、昭和61(1986)年夏
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に完成、平成５(1993)年に台東区に寄贈したが、その
２年後、平成７(1995)年に逝去した。

２．《下町の思い出》各巻の内容

絵巻にはどのような場面が描かれていたのだろうか。
浅草にかつて存在した凌雲閣や芝居小屋のほか、交番や
市電、商店、料理屋、物売りなど当時の活気あふれる街
の風景から、下駄や歯ブラシといった実際に使われてい
た生活道具に至るまで、多様な風物が軽快な筆致で記録
されている。絵巻を三巻に分けた理由や、それぞれの場
面の順番は不明であり、規則性も見られない。途中で作
家の興味の赴くままに歌舞伎役者の話が出てくるなど、
自由に制作した作品であることがうかがえる。

ここで作品名にも使われている「下町」という地域に
ついて確認しておきたい。「下町」は「山の手」に対す
る地名の通称として知られている。『江戸東京学事典』

（三省堂、昭和62年）によると、「江戸の地勢は、おおよ
そ西北の大地と東西の低地とから」なっており、天正
18(1590)年徳川家康の関東入国以降、「江戸の低地部に
主として町屋が形成され、台地上（武蔵野台地の末端部
分）に、おおくの武家屋敷が建設された。この低地部分
が下町、台地部分が山の手といっぱんによばれた。」と
されている (9)。「下町」の語源はこうした地勢上の意味と、
一方で、文政期に幕府が編纂した『御府内備考』によれ
ば、「御城下町」（おしろまち）すなわち城下町という意
味とがあり、定説はないという (10)。「下町」の範囲は時
代とともに変化し、大まかに整理すると、江戸時代には
神田・日本橋・京橋付近を指し、幕末から明治20～30年
代にかけて下谷・浅草・芝が加わる。大正期以後は深川・
本所が入り、第二次世界大戦後は葛飾・江戸川付近まで
広がった。本作で作家が主題の対象としている「下町」
は、大正期以前にはすでに「下町」の範囲に入っていた
下谷・浅草地域、すなわち目録にあるとおり、現在の「上
野浅草」にあたる地域と認識してよいだろう。

以下、平成29年度の下町風俗資料館特別展で展示され
た作品の一部を、作家の解説文とともに紹介する。なお、
解説文の改行は筆者が適宜調整し、原文の誤字脱字は原
則として表記のままとした。

2－1．汽車活動写真館（巻一、図２）
汽車活動写真館とは、浅草六区にあった遊園地ルナ

パークの跡地で大正５年(1916)年頃興行していた活動
写真館である。ルナパークは、明治43(1910)年に浅草
六区内に開場したものの、翌明治44(1911)年に汽車活
動写真館の漏電によって焼失した (11)。しかし人気のあっ
た当施設は大正５(1916)年頃には跡地で再開していた
と思われる。本作は、作家が６歳の頃に再開した汽車活

動写真館を描いたものであろう。

浅草六区内ニ帝国館と富士館の間ニ
汽車活動なる小舎の覚なり
左図が館内と寄席　五十名で万員也
大人　二十セン　小人　半額

六区内の　全館に午后八時より半額割引で
ベルと共に列の客　一幕は十時まで　
暫く見られ　帰りに来々軒の支那そば
すしや横丁も客呼びで賑やか
浅草の有りようはこのへんに今昔の思なり

この写真館は、汽車の走行音とともに走行中と同様に
客席が振動し、前方のスクリーンに列車からの風景が映
写されるという、あたかも汽車に乗っているような雰囲
気を味わえるものであった。景色ごとに弁士の説明があ
り、観光旅行を模した仕組みが人々の人気を博した。再
開後の活動写真館で公開されていた映画について詳細は
不明だが、少なくともルナパーク時代に上映されていた
のは東海道線沿線、参宮線沿線、アルプス鉱山鉄道沿線、
南満州鉄道沿線の映画など、さらに御殿場線の風景では
鉄橋を渡ってトンネルに入る場面を繰り返しやっていた
という (12)。
「大人二十セン 小人半額」「午后八時より半額割引」で

「一幕は十時まで」と詳述してある (13)。入口中央には切
符切りと思われる駅員の格好をした受付がおり、汽車を
リアルに再現したものであった。左図の写真館内の手前
には、飲み物売りも仕事の傍ら活動写真に見入っている
様子が描かれている。

2－2．不忍池観月橋と弁天堂天龍門（巻二、図3）
観月橋は、明治40(1907)年東京勧業博覧会開催時に

弁天堂から西側（池之端側）へ架けられた橋である。架
橋により不忍池に人為的な手が加わり、池畔の利用や人
の動きに変化が生じたとされている (14)。昭和４(1929)年、
築堤工事のため撤去された。この場面は大正３(1914)
年に開催された東京大正博覧会開催当時の不忍池の様子
である。博覧会の総入場者数は700万人以上を数え、会
場では日本初のエスカレーターや、不忍池のケーブルカー
が話題となった (15)。「色電球の美しさ」が「当時として
絶景」であったというイルミネーションも見所の一つで
あった。

大正博覧会開催当時　上野の賑わしさ、
図に観月橋　記
市電池之端寄りが　洋風の会場ずらりと並ぶ風景
夜景の色電球の美しさ　当時として絶景でした
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特筆として、同博らん会に
昔の王様クレヨン發賣され、十二色、
金壱圓五十銭也、小学校で動物園遠足し
虎とペリカンを寫生して㐂々とした事は
今日で思出なり

辨天堂殿のお茶屋笑福亭の
火灯し頃の　風情は格別也
なぜか　描きのなさなきか
今に　惜む

画面中央には東京大正博覧会開催に合わせて大正３
(1914)年に弁天堂前に建てられた天龍門が描かれている。
伊東忠太による設計で、弁天堂とともに昭和20(1945)
年３月の東京大空襲で焼失した。観月橋も天龍門も現在
では失われてしまったが、不忍池畔では釣りを楽しむ人々
の様子が描かれ、大正期の平和でのどかな風景が伝わる
場面となっている。

2－3．日の出湯（巻三、図4）
日の出湯は、現在も同じ場所（台東区元浅草２丁目）

で営業している。創業は江戸時代末期から明治時代初期
といわれ、昭和２(1927)年と平成12(2000)年の２回に
わたって建て替えられた (16)。絵巻に描かれている大正
10年頃の番台や風呂場の光景とは現在は様変わりしてい
るが、当時の銭湯内部の雰囲気が伝わってくる。

大正十年頃浅草南清島町十番地ニ銭湯有り
朝湯から午后十二時まで　大人十せん　小人五せん
三助二十五せん。女の髪洗ひ別三十せん
番台にて湯札タタクと三助さんが下おび丈で出て来
流し呉れる

左図　風呂場。上湯は男女供用也
上り湯の仕切板から　シャボン箱他
用具の受渡し風景も人情味は豊で下町ならでは也
流桶は暮に新桶に変る

料金設定も明記されており、番台のほか、風呂場の設
備や内観は大正期の銭湯資料としても貴重である。「三
助さん」とは、銭湯で風呂を焚いたり、客の体を洗った
りする人のこと (17)。「上り湯（あがりゆ）」（「上湯」）と
は「陸湯（おかゆ）」ともいい (18)、体を洗うための湯と
して、もしくは、湯から上がる最後に浴びて出るための
湯として、浴槽以外に流し場の一隅に小さい湯槽と水
槽が設置されてあった (19)。大正10年頃の日の出湯には、
こうした「陸湯」がある情景が見られたのであろう。

以上、取り上げた場面はいずれも作家の記憶を元に大

正期の風景を再現したものだが、当時の雰囲気だけでな
く、とりわけ銭湯の番台や風呂場の構造、道具類など対
象を緻密に観察した描写もあり、単なる思い出にとどま
らない関東大震災前の記録画としても貴重な風俗資料と
いえよう。

３．作風と影響

前述したように武藤嘉亭はまず山川秀峰に師事し、師
亡き後は伊東深水に学び、自らの作風を確立していった。

《下町の思い出》には山川秀峰との思い出が具体的に記
されている場面がある。武藤は師から受け継いだ作風を
どのように自作に反映させたのか、作品中からうかがえ
る影響について検討する。

3－1．山川秀峰との思い出
武藤嘉亭が初めて師事した山川秀峰は、明治31(1898)

年京都に生まれ、本名は嘉雄といい、はじめ池上秀畝
に花鳥画を学んだ (20)。大正２(1913)年、鏑木清方に入
門。大正８(1919)年第１回帝展に《振袖物語》で初入選、
昭和３(1928)年第９回帝展で《安部野》、第11回(昭和
５年)帝展では《大谷武子姫》で特選を受賞した。第10
回(昭和４年)、第12回(昭和６年)以降は無鑑査となり、

《序の舞》(昭和７年第13回帝展）や《信濃路の女》(昭
和15年紀元二千六百年奉祝展）などが代表作として挙げ
られる。同じ清方門下の伊東深水とともに青衿会を主宰
し、弟子である武藤嘉亭や志村立美も参加している。美
人画の発展に尽くしたが、昭和19(1944)年、46歳とい
う若さで他界した。本節では、武藤嘉亭《下町の思い出》
に描かれた山川秀峰に関する思い出を紹介する。

3－1－1．山川秀峰邸（巻二、図５）
まず、武藤が《下町の思い出》の中で、山川秀峰の自

宅を描いた場面および師と作品について記述した部分を
取り上げる。

昭和二年春、恩師山川秀峯画伯、アトリエと寓
下谷上野桜木町四九番地、寛永寺門前
私此所に門下生としての第一歩なり

御両親と奥様あや子夫人新婚時代にて
先生廿八才、私十六才、志村立美君、
玄関子に十九才
恩師は京都の産れ　初子にして御一家一統ニて
上京され　日本橋浜町へ東京住居が續く
上野桜木町十六番地より同二十一番へその後
同寛永寺門前桜木町四九番地ニ落付く
受賞作並ニ私の覚へ有る出品作を記
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「初島の由来」「都古路文後の丞」「振袖火事と娘」
十六番地、－ 廿一番地
四十九番地にて特選受賞二度

「阿倍野」「九条武子姫」「盲女朝顔図」
「序の舞ノ図」昭和七、八年浜町二丁目移住、
後ノ作「陰に集ふ」「アコーデオン」「彼岸ノ図」

（中略）
郷土會展、青衿会展、個人展、と他多く有り
人物画新進流行作家として斯界の嘱望でありしが
戦時中　昭和十九年十二月廿八日夭逝されし事
惜しき思ひ也

山川秀峰が京都から寛永寺門前のアトリエに落ち着く
までの経緯と、作品を制作した際の住所まで詳細に記述
している。師匠の残した作品を、解説まではないものの
丁寧に羅列しており、若くして他界した師を偲び尊敬の
念を抱いている様子がうかがえる。なお、文中に出てく
る志村立美は、武藤より３歳上で明治40(1907)年群馬
県高崎市に生まれ、神奈川高等工業学校図案科を中退後、
大正13(1924)年山川秀峰に入門、翌年から師の勧めで
新聞や雑誌の挿絵を描き始めた。代表作に林不忘「丹下
左膳」（『東京日日新聞』『大阪毎日新聞』昭和８年掲載）
がある。郷土会や青衿会のほか、日本画会、日月社展な
どに出品、昭和49(1974)年には出版美術家連盟会長と
なったが昭和55(1980)年に逝去した (21)。武藤の兄弟子
であり、さらに志村の妹が武藤の妻となったため義理の
兄弟となったことから、武藤嘉亭とは親戚としても交流
があったという (22)。

3－1－2．食事の思い出（巻二、図６・７）
武藤は山川としばしば食事を共にし、芸術面だけでな

く美食の思い出としても印象深かったようだ。第二巻に
は「画学生として山川秀峯の弟子になってから夕食にさ
そわれ連れ出された」という「とんかつ　スキヤ」（昭
和２年頃・巻二、図６）、「仏蘭西料理　ヤマト」（昭和
６年頃・巻二、図７）といった料理屋の外観とともに食
事のメニューも記されている。「とんかつ　スキヤ」は
昭和２(1927)年頃、上野広小路付近にあった。昭和６
(1931)年頃「仏蘭西料理　ヤマト」は本店が「牛込神
楽坂上」に、「上野仲町通り」に支店があり、支店の方
に出向いたのかもしれない。時事新報の記者であった白
木正光は『大東京うまいもの食べある記』の中で、「ス
キヤ」について「蓮玉庵の少し先から中通りへ出たとこ
ろにある気取つた白亞館、ランチ（一圓）、コーヒーや
紅茶（十五銭）で味は吟味されてゐます。」とし、「ヤマト」
については「店は小さいがビフテキの美味しいのを安値
で食べさせるのではなかなか有名である。（中略）いつ
も狭い店が馴染客で満員です。」と紹介している (23)。「ヤ

マト」での食事風景は次のようであった。

師匠がヤマトのマスターとおなじみの為　
時折り　夕食にお誘い下され御ち走になったりし
メニュー見ても不明　運れる品は毎度同じ品で　　
必ず目方の有るビーフステーキのレヤ、スープ、
ゼンサイ、バターピーナツ、食い終る頃
大きな伊セ海老のコキール合え　
フランスパン皿一ぱい　コーヒー・萬腹して
暫く休み　先生は六区へ活動寫眞へお出、
卒当に美味で　青年時なればこその健啖家　
高價な事も知った
先生は美食家で大森海岸ニ沢田屋、つるや等へ
かに料理を食べくらべに連れられ
遂ニ私ノ負けとなる
種々とユモアーな食物で思出は山と有ります
フランス料理幕は〆る

この記述によると、山川は美食家で、上野近辺だけで
はなく大森海岸の方まで足を伸ばしている。「仏蘭西料
理　ヤマト」での場面はメニューが細かく思い出されて
おり、強烈な印象として残ったようである。師とともに
食や娯楽を楽しみながら制作活動に励んでいたことがう
かがえる。

3－2．山川秀峰の影響と鏑木清方の「卓上芸術」
武藤嘉亭の《下町の思い出》は、上野や浅草の風景や

風物を記録した場面が中心であるが、本来武藤が得意と
した美人画や少女を描いた場面も見逃せない。ここでは
特に山川秀峰の描く女性像と共通点が挙げられる場面と
して、少女像を描いた部分を取り上げたい。
「大正の中期一世を風靡したカチユシヤの流行歌のセ

ルロイド制（ママ）の輪櫛」（巻三、図８）とあるように、
両脇に花飾りのついたカチューシャは少女たちの間で人
気を博した。ふっくらとした頬が特徴の少女は、山川秀
峰が描く女性たちにもしばしば見られる。とくに、講談
社野間記念館蔵《母の愛》（昭和２年・図９）は、娘の
晴れ姿を誇らしげに見守る母親の目線が注がれる、可愛
らしい梅柄の着物に包まれた少女の伏し目がちな表情が
印象的である。この作品は《下町の思い出》にて武藤が
描いたカチューシャを身につけた少女像にも類似してい
る。山川の代表作《序の舞》も、丸みを帯びた顔の輪郭
がやはり連想されるだろう。また、山川がモダンな柄を
和服のモチーフに取り入れた女性を題材に好んだように、
弟子であった武藤も少女の髪飾りや女性の髪型の流行に
は常にアンテナを張っていたと思われる。

さらに、武藤が《下町の思い出》を絵巻という形態に
したことには、おそらく山川秀峰の師にあたる鏑木清方
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が提唱した「卓上芸術」が念頭にあったように思われ
る。「卓上芸術」は、鏑木によれば、「畫卷、畫帖又は插
繪などの、壁面に揭げるものではなく、卓上に伸べて見
る藝術の一形式を指して云つたもの」であるという (24)。
鏑木の「卓上芸術」にあたる作品には、《註文帳》（昭和
２年）《にごりえ》（昭和９年)《朝顔日記》（昭和14年)

《朝夕安居》（昭和23年)などがある。その中でもとりわ
け《下町の思い出》の絵巻という形式にも共通するのが

《朝夕安居》（図10)である。明治期下町の夏の１日を描
いたもので、鏑木が提唱した「卓上芸術」の代表的な作
品であり、第４回日展（昭和23年)に出品された。《下
町の思い出》には、検討してきたように山川秀峰との 
思い出が詳しく記録されており、明らかに画風の影響が
うかがえる場面もあるが、一方で、全体の構成としては
鏑木清方の「卓上芸術」を参考にした作品であるともい
えるだろう。

おわりに

本稿では、武藤嘉亭作《下町の思い出》について、下
町風俗資料館での展示の際に取り上げた場面の一部と山
川秀峰との思い出、および山川との影響関係を中心に指
摘した。とくに人物では、山川秀峰の描く女性像に類似
性が見られ、セルロイド製カチューシャを描いた場面に
登場した少女は、丸みを帯びた柔和な輪郭線が特徴で、
いかにも山川の描く少女像が想起できることを指摘した。
また、作品全体の構成に関する点においては、鏑木清方
が唱えた「卓上芸術」の代表作《朝夕安居》に共通項を
見出すことができる。このように《下町の思い出》は、
直接の師であった山川秀峰のみならず、さらに山川の師
にあたる鏑木清方にもその端緒をたどることができよう。
本稿では山川秀峰亡き後に師事した伊東深水による影響
まで考察することが叶わなかったが、今後は、伊東深水
との関わり、とくに朗峯画塾や青衿会の出品作を発掘し
て検証することも必要であろう。
《下町の思い出》は、作家の記憶を元にした「もの」

や風景といった記録的要素が強く、思い出すままの回想
録と随筆を混成させた漫筆風の作品であるが、大正から
昭和初期の風景や印象に残った生活資料を冷静に観察し、
絵巻という形にまとめあげ、自身の記憶を後世に残した
いという作家の強い使命感ともいうべき思いが場面ごと
に伝わる作品である。本作は、大正から昭和戦前期を中
心とした上野・浅草地域の世相を反映した風俗が広範に、
かつそれぞれの事物が詳細に蘇る資料として、多岐にわ
たり示唆に富む貴重な作品であるといえよう。
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図１　武藤嘉門《ショーウインドウ》1937 年　240×360㎝　島根県立石見美術館蔵

図２　汽車活動写真館（巻一）

図３　不忍池観月橋と弁天堂天龍門（巻二）
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図４　日の出湯（巻三）

図６　とんかつ　スキヤ（巻二） 図７　仏蘭西料理　ヤマト（巻二）

図５　山川秀峰邸（巻二）
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図８　セルロイド製の輪櫛（巻三）

図９　山川秀峰《母の愛》1927 年　45.8×35.7㎝　講談社野間記念館蔵

図 10　鏑木清方《朝夕安居》（部分）1948 年　鎌倉市鏑木清方記念美術館蔵
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別紙1 《下町の思い出》巻一

No. 主題 年代 寸法 (cm)

1 浅草寺本堂入口①志ん橋の提灯②二天門の提灯 30 X 91 

2 浅草寺伝法院通りの講談落語寄席 金車亭の懺 30 X41 

3 公園劇場の繊 30 X4Q 

4 新国劇についての解説 大正12年夏 30 X47 

5 浅草六区内の江川館の玉乗り 大正期 30 X 73 

6 花屋敷の見世物 山雀の曲芸 大正時代 30 X 51 

7 ①本所七ふしぎ②河童の仕掛の図解の図「横断面」 30 X 74 

8 浅草六区と瓢箪池 中の茶店 30 X43 ， 観音堂横から奥山への通り路九代市川国十郎「暫」銅像 戦前 30 X 50 

10 浅草六区一二階の夜景 30 X41 

11 浅草六区①汽車活動外観②汽車活動内観 30 X 92 

12 浅草六区各館についての解説① (4分割） 30 X 45 • 21 • 6 • 34 

13 永住町の火事番 大正8、9年頃 30 X 29 

14 纏（まとい）医（東京都内第十区及び第五区） 30 x80 

15 第五区纏解説（八番組を除く一番組から十番組まで） 30 X 79 

16 組の町名内訳 30 X46 

17 鳶の組頭たち 30 X 53 

18 三味線堀の風景と解説 大正初期 30 X 69 

19 浅草三筋町子爵水戸藩松平家屋敷水道局辺り 大正12年まで 30 X43 

20 浅草小島町 子齢大久保邸下屋敷浅草区小島町小島小学校通り 30 X44 

21 高下駄に黒ラシャマントでの通学 大正初期から12年頃 30 X35 

22 各種下駄、草履 30 X 57 

23 小学生の通学風俗 大正5、6年 30 X39 

24 母校小島小学校の卒業式 大正11年春 30 X 51 

25 下谷神社表通り角のうるし問屋について 大正12年まで 30 X 12 

26 下谷神社表通り角のうるし問屋 大正12年まで 30 X46 

27 松本栄作の釣竿師東作釣竿 大正12年まで 30 X47 

28 生菓子店廣木屋本舗と西照寺門前 大正11年頃 30 X43 

29 藁店通りの由来について解説 30 X 27 

30 中張り凧 30 X 74 

31 大正期の歯ブラシ 大正期 30 X42 

32 大正期の遊び玩具とベーゴマ遊び 大正期 30 X 92 

33 三国やの飴まんぢゅう 30 X 57 

34 魚売り（蟹、鰯） 30 X35 

35 ラムネ売りとラムネ瓶 30 X 52 

36 納豆売り 30 X4Q 

37 みつパン売り 30 X36 

！三目目目目目 空＿-三 ！三＝ 吾目Iすー竺吝弓

?̀“n ̀＂ Y ?`~" 1 ""~ 
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別紙2 《下町の思い出》巻二

No. 主題 年代 寸法 (cm)

1 松屋本店 大正12年まで 30x48 

2 高橋砂糖店 3Qx 53 

3 浅草永住町大地主、町会長石井芳二郎邸 大正末期 3QX45 

4 関東大霊災の被害を受けた米小売店 大正12年 30x 55 

4 共同水道 大正時代 3Qx 28 

5 南稲荷町角の太鼓焼の元祖の出店 大王後期まで 3QX42 

6 永住町武藤家代々の生家 30x 78 

7 栄蔵寺表門 二河屋の張り場 大正末期 30x 37 

7 栄蔵寺略図 稲荷社と墓地入口 大正震災まで 3Qx 53 

8 栄蔵寺代々住職 30x48 

8 武藤家二代目佐助翁による石仏観音座像 30x 37 ， 浅草坂東報恩寺の俎開き 3Qx 37 

10 ①清島町翁だんご②西洋料理店気賀亭③東岳寺入口④清島町日東製氷の氷倉 大正12年 3Qx 91 

10 ビ東製氷氷倉についての記述 30Xll 

11 小料理屋のんき 大正10年頃 3QX42 

11 福安材木商 大震災前 30x 51 

12 大雨時の阿部川町と栄久町についての記述 30x 7 

13 東京大正博覧会当時の観月橋が架かる不忍池と弁天堂前の天龍門 大正3年 3Qx 91 

14 すきやき世界本店 大正12年以前 3Qx 57 

14 路 地 揚出し 小絲源太郎生家 30x 33 

15 高級料亭 山下 大正10年頃 3QX44 

15 五十番支那斜理 3QX45 

16 上野桜木町山川秀峰アトリエ入口 昭和2年 30x 51 

17 山川秀峰の住居と山川作品について 3Qx 36 

18 谷中天王寺五重塔焼失 昭和37年（昭和32年？） 3QX44 

19 上野東照宮鳥居横お化け燈籠 大正8、9年頃 30x45 

20 摺鉢山で遊ぶ子供たち 大正末期 3QX48 

21 御徒町大踏切を通る貨物列車と通行人 大正12年前 3QX49 

22 とんかつ「スキャ」の思い出 昭和2年後半 30x45 

22 「ポンチ軒」 「蓬莱屋」について 30x 15 

23 仏蘭西料理「ヤマト」 昭和6年頃 3Qx 50 

24 ヤマトでの食事の思い出 3Qx 16 

25 隅田川沿いの賑いについて 大正7、8年頃 30x 23 

26 隅田川ポンポン蒸気 大正期 30x 51 

27 隅田川畔亀清 3Qx 51 

28 鳥越神社通りろうそく処 大正9年頃 30x 52 

29 歌舞伎の思い出 昭和初期 3QX44 

li4t士 （：
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別紙3 《下町の思い出》巻三

No. 主題 年代 寸法 (cm)

1 ゆで玉子とアイスクリン売り 大正末期 30 X 45 

2 甘納豆売りとミッパンヤの屋台 30 X46 

3 千町の一文菓子 30 X 43 

4 新絵細工売り タダシンコヤ 大正期 3Q X 44 

5 魚屋魚金 大正8、9年頃 30 X57 

6 浅草橋セルロイド卸問屋戸谷商店 セルロイド製の輪櫛 大正中期 30 X 49 

7 牛乳配達車（文明軒）の色別商標、牛乳瓶 3Q X 46 

8 土富店長遠寺町内交番巡査の制服 ネズミ入 大正6年頃 30 X47 

8 自働電話の内外 大正12年頃まで 30 X 44 ， 総菜屋角屋 大正8、9年頃 30 X 50 

10 家庭内電灯コード最新の用具と電球 大正期 30 X41 

11 下町の朝の風景と浅草七軒町開盛座付近の様子、芝居小屋について 30 X 85 

12 浅草開盛座 大正期 30 X 50 

12 落語家三遊亭圏右 30 X45 

13 立花屋橘之助 大正8年春 30 X 53 

14 大奇術の帰天斉正一 30 X42 

15 浅草七軒町の町芝居 大正7、8年 30 X43 

16 芝尼小屋内部と役者たちについて 30 X 43 

17 等覚寺の門前通りについて 30 X 17 

17 等覚寺の筑地塀 大正12年大震災まで 30 X48 

18 チンチン電車 大正7年頃 30 X 40 

19 鼈と天窓 30 X43 

20 浅草永住町54番地 五番組の鳶頭大竹？の「二代目堀田亀芳」玄関入口 大正7、8年頃 30 X 42 

21 浅草永住町54番地三河屋喜兵衛初代善兵衛二代目 藍染大店店内風景 大正12年前 3Q X 45 

22 浅草南清島町10番地 日の出湯番台と風呂場 大正10年頃 30 X95 

23 浅草南清島町10番地雑貨屋 大正12年頃 30 X 45 

24 長屋が連なる下町の街並み 作者小学校時代 3Q X 66 

25 浅草東本願寺入口と境内の見世物小屋について 大正7年頃 30 X9Q 

26 菊屋橋通り門跡のゆば処 大正8、9年 30 X 50 

26 菊屋橋角の店舗について 山田屋薬舗ほか 3Qx 4 

27 タドン作り 大正10年頃 30 X4Q 

28 桐材火鉢作り 大正10年頃 30 X 43 

29 開盛座通り 永住町密？院門前角 焼芋屋店先の販台と和 大正末期まで 30 X45 

30 焼芋屋の焼釜 大正末期まで 30 X5Q 

31 永住町誓教寺門前女髪結い屋 大正7年頃 30 X 45 

31 永住町誓教寺門前女髪結い屋について 30 X23 

32 かもじ屋看板 大正12年頃 30 X43 

サl吐の髪汗＇」 ま人・主姑・芥刷宍の半干・窃今挙 十午F士甘且 30 X ~9 
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